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~ ウラ ンバート ル市と 地方都市におけ るイ ンク ルーシフ教育と障害者の医療 ・ 福祉~ 

Education, medical and social wel fare for disabled persons in Mongolia ( 2 nd ) 
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本学特別支援教育 GP におけ る国際協力 プロ グラ ムの一環で、 モ ンゴル教育大学と の研究交流を行 った際、 現地のイ ン

ク ルーシフ教育と障害者の医療・福祉の状況についても調査を行った。 2012年の新政権発足以降、 障害児者や子 どもにつ

いての政策が展開 し始めてい る。 それを受け るよ う に、 イ ンク ルーシフ 教育のための学校整備 と と も に、 モ ンゴル教育大

学に特別支援教育学科が設置 さ れる運びと な るな ど、 専門家の養成も進み始めてい る。 現場では、 予算や専門家が足り な

いと いう 状況に変わり はないものの、 今後の展開が期待でき る状況と なっ ている。 
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I は じ めに

兵庫教育大学特別支援教育 GP の国際協力 プロ グラ ム

において、 モ ンゴル教育大学と の研究交流を 4 年間にわ

たっ て行っ た。 モ ンゴル教育大学は、 モ ンゴル国内の教

員養成大学の中心的役割 を担っ ている。 今回の研究交流

では、 イ ン ク ルー シフ 教育のために、 学校教員 に障害児

のこ と を理解す る ためのカ リ キ ュ ラ ムの検討 と テキス ト

の作成、 各種講義と 現地調査 を行 っ た。

石倉 (2012) は、 ウラ ンバート ル市 (以下 “UB” と表

記) と 地方都市におけ るイ ンクルーシフ教育及び障害児

者の医療や福祉の現状について報告 を行 っ たが、 本報告

はそれを補足す る と と も に、 新たに得た情報につい て追

加 を行う ものである。 年数の経過、 地域差や学校差、 通

訳 を介す る こ と によ る翻訳のズレ な どによ っ て詳細な部

分で必ず し も正確ではない部分 もあり 得るが、 概要を把

握するための資料と し たい。 

1 . モ ン ゴル国の政治状況

2012年 6 月に、 民主化以降 6 回目と なる総選挙が実施

さ れた。 こ の選挙では大幅な選挙制度改革が実施さ れ、

民主党が第 1 党 と なり 、 公正連合及び国民勇気 ・ 緑の党

と の連立政権を樹立 し、 民主党党首アルタ ンホヤグ氏が

首相と なった。 モ ンゴル政府2012~ 2016年の施政方針で

は多 く のこ と が示 さ れてい るが、 障害児者に関連す る内

容と し ては大き く 以下の二点が挙げら れていた。 すなわ

ち、 社会保障分野におい ては “各県、 各区 に障害のあ る

子 ど も の教育、 医療サー ビス支援 セ ン タ ーを建設 し、 障

害児自身の参加を支援する” こ と が示 さ れ、 教育分野に

おいて も “障害 を持つ子 ども向けの教科書、 備品 を提供

し、 大学で学ぶ機会を向上させる” こ と が示さ れてい る。 

こ の新 政 権 発 足 に あ わ せ て 省 庁 再 編 も 行 わ れ、

Population and Developmental M inistry が新設 さ れ、 そ

の省で、 子 ども、 女性、 障害者に関す るこ と を一括 し て

対応す るこ と にな っ たと いう 情報を得た。 また、 教育省

にはイ ンク ルーシフ教育の部局が新設 さ れたと いう こ と

も聞い てい る。 なお、 モ ン ゴルダウ ン症協会会長 s . オ

ユ ン氏は国民勇気 ・ 緑の党の党首で、 新内閣では自然環

境 ・ グリ ー ン開発大臣で も あ る。 こ れら の幾つかの情報

は、 こ のオユ ン氏から のも ので あ る。 

2 . モ ンゴル国と日本と の関係

外務省資料 (2012) によれば、 1990年にモ ンゴルが民

主化 ・ 市場経済化への移行を始めてから現在に至 るまで、

日本は一貫 し てモ ン ゴルの最大援助供与国であり 、 モ ン

ゴル国民 も き わめて良好 な対日感情を有す ると紹介 さ れ

てい る。 日 ・ モ ン ゴル間では、 2010年に “戦略的パー ト

ナー シ ッ プ” の構築が共通の外交目標と し て掲げら れ、

2013年 3 月に安倍総理大臣がモ ンゴルを訪問 した際には、

こ れを深化 させるために、 政治 ・ 安全保障、 経済、 人的

交流 ・ 文化交流の 3 つの分野の協力 を強化 し てい く こ と

で一致し た (外務省資料)。 

II イ ン クルーシフ 教育の概要と 現状

本報告では 「イ ンクルーシフ教育」 と 表記するが、 モ

ン ゴルにおけ るこ の用語の用い ら れ方は、 軽度障害の子

が普通学校で授業 を受け るこ と も含むし、 中重度障害で

こ れまで教育の対象ではなかっ た子 ども達に教育 を受け

させよ う と するこ と も含んでいるよ う である。 すなわち、
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何ら かの障害のあ る者 (児 を含む) に関す る教育の全て

を 「イ ンク ルーシフ教育」 と 呼んでい る状況にあ る と 思

われる。 

1 . UB のイ ン クルーシフ 教育の現状

(1) 就学手続き

特別学校の校長な どから入手 し た情報であ るが、 モ ン

ゴルでの学校の入学は基本的に保護者が学校に入学を申

請 し て、 それが認めら れる と入学と な る。 特に特別学校

では、 保護者の申請を受け て、 教師が子 どもの様子を見

て、 それで入学が決めら れる こ と にな る。 定員がい つぱ

いであれば、 入学はそこ で断ら れて、 来年のチ ャ ンス を

待つ、 と言う こ と になる。 どこ の学校に入学 させたい と

希望するか、 どこ に学校があるかを調べるこ と、 入学の

申請な どはすべて保護者が行う ものであ る。 そのため、

地方から UB に出てき たためにそ う し た就学の仕組みを

知 ら なかっ たり 、 どこ に学校があ るか分から なかっ たり 、

貧困状態であ っ たり 、 子 ども に障害があ っ たり す ると入

学が遅れる こ と にな る。 また、 普通学校に通っ ていたが

学習についていけないために、 特別学校に入学 させてほ

しい と保護者が申 し出る場合 も ある。

特別学校の卒業については、 特定の課程を修了 し て卒

業す る と いう よ り も、 18歳頃までは学校に通っ て、 親が

来てそ ろそ ろ働かせたいので学校 をやめさ せたい と 申 し

出て く るこ と で卒業 と な るこ と が多い と いう こ と であ っ

た。 中には、 も っ と 長い期間 を学校に通わせてほ しい と

望ま れる場合 もあるが、 最高で も22歳頃までには卒業す

るこ と になる。 こ のよ う な形式での卒業の場合には、 卒

業証書は発行 さ れず、 教育記録に関する手帳 ( 国民全員

が持 っ てい る ら しい) に教育の記録が残 さ れる こ と にな

る。

教育に関する行政的な指導は全て国の教育省からのも

ので、 そ れに従 っ てい る。 UB の場合には、 区役所に教

育担当者がい て (バヤ ンズルフ区 では 4 人) 、 その担当

者が区内の全ての学校の全てのこ と を担当するこ と にな

る。 区の教育担当者の具体的な役割と し ては、 教育省か

らの情報や区のイ ベ ン ト やセ ミ ナー の情報を学校に伝達

し たり 、 学校の情報を市に伝え る ための窓口 と な っ てい

る、 と い う こ と であ っ た。 

(2) 第70学校 (知的障害)
石倉 (2012) は、 こ こに国内の言語治療センターが設

置 さ れてい る と 報告 し たが、 筆者らが訪問 し た2012年 9 
月時点では、 その担当者が退職を し たために言語治療室

は閉鎖 さ れていた。

小学校 3 年生ク ラス (10人) の授業を参観。 筆者らが

訪問す る こ と にあわせて、 あ ら か じめ念入り に準備 し た

と 思われる授業が行われる。 授業は 「秋」 をテーマに し
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た文章作 り 。 「秋にな る」 「秋は野菜で き る」 「秋はキ ャ

ベ ツ、 ジ ヤガイ モ で き る」 「秋はキ ャベ ツ、 ジ ヤガイ モ、

玉ねぎでき る」 と い っ た文章 を作り 、 それを教師が板書

し、 生徒はそ れを ノ ー ト に書い て、 そ し て覚え る、 と い

う 手順で進めら れる。 さ ら に、 こ れら の単語を活用 し て

発音の練習と 5 までの数を数え る練習も行われる。 大半

の 6 ~ 7 人の児童はこ う した授業についていけてい るが、

明 らかに知的障害があると思われる小頭症ら しい児童は、

イ スに じ っ と 座っ てお く こ と ができず、 教師がずっ と手

をつないでいた。 2 ~ 3 人はこ う し た一斉授業にはつい

ていけ てない。

運動療法室は体育の教師が担当 し、 25人の児童生徒を

担当 し、 個別の ト レーニ ングを行 っ てい る。 児童生徒の

障害種は脳性マ ヒ14人、 ダウン症 5 人、 知的障害 6 人と

いう こ と であっ た。 担当教師は、 こ の子たちに何を指導

し てよいのかが分から ない と と ま どい をみせていた。 

写真 1 第70学校 3 年生ク ラ スの授業の一 コ マ

(3) 第55学校 (知的障害)
ガンビレ グ校長は2012年 5 月に日本を訪問し、 兵庫県

内の特別支援学校と障害児者施設、 保健セ ンタ ーな どを

筆者が案内 した。 その時の資料以外にも、 世界各国の障

害児者に関する教育制度や保健福祉制度についての情報

収集を熱心に行っ てい る。 日本の個別の指導計画の様式

を元に IEP を整えよ う と するな ど、 障害児教育に関する

体制 を整備 しよ う と す る熱意を感 じ る。

筆者らが訪問 し た 9 月から新学年が始ま っ てい るが、

今年の小学校の新入生は41人。 内訳は、 6 歳で入学し た

児童が 1 年 A 組で10人、 7 歳で入学 し た児童が 1 年 B 
組で10人、 8 歳で入学 し た児童が 1 年 c 組で11人、 9 
歳以上で入学 し た児童が 1 年 D 組で10人。 その中の最

高齢は17歳と いう こ と であっ た。

運動療法はこ こ で も体育の先生が行 っ てい る。 UB に

歩行器な どの器具を売 る会社がで き たので、 そこ から道

具を買え るよ う にな っ た ら し く 、 幾つかの新 しい道具が

利用 さ れていた。 こ の授業は子 ども 1 人あたり20分で、

1 週間に 2 回行われる。 この学校では治療体育を受け持

つ教員は 1 人で、 担当する児童生徒は19人。 この教員は、

JIc A から 派遣 さ れた元養護学校教員の指導を受け てい
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た。

言語治療の授業 を担当す るのは、 ロ シアで勉強 を し て

き た教員 4 人。 担当する児童生徒は56人で、 基本的にマ

ンツーマ ンで実施 し てい る。 こ の授業も子 ども 1 人当 た

り20分で、 1 週間に 1 ~ 3 回実施さ れている。 担当者は、

指導 を し たい児童生徒は今の 2 倍 く らいい るけ れど、 担

当者も部屋も足 り ないと述べていた。 授業内容と し ては、

構音障害に対する発音練習が多いよう な印象を受けた。

見学後に職員室で簡単な ミ ーテ ィ ングの時間を設けた

が、 多 く の先生方が異口同音に 「研修のチ ャ ンスがない」

「何 を指導すればいいのかがわから ずに困 っ てい る」 「日

本で研修を受けたい」 と語 っ ていた。 

写真 2 第55学校運動療法室

(4) 第29学校 (聴覚障害)
モ ンゴル国内唯一の聴覚障害の特別学校。 2012年 9 月

現在、 1 ~ 12年生に340人の生徒が在籍。 そのう ち180人

ほどが、 田舎から出て来てい るので寮生活 を送っ てい る。 

生徒の年齢は 6 歳から24歳と ばら つきがある。 田舎から

出て く るよ う な人の場合に、 高年齢と なる場合が多い。 

生徒は、 聴覚障害の単一の子が多いが、 20% く らいは知

的障害も合併 し てい る。 ただ し、 あまり知的障害が重 く

て身の回り のこ と ができ ないよ う な場合には、 こ の学校

への入学は断っ てい る。 聴覚障害については、 全 く 聞こ

え ないよ う な場合で も受け入れるこ と に し てい る。 今年

は33人が入学し たが、 その中で 8 人が全 く 聞こえず、 他

は難聴である。 新入生のう ち 7 歳以上の子が10人。 今年

の入学者には、 なぜかたま たま補聴器を着け てい る子が

多 い と いこ と であ っ た。

こ の学校に限らず どの特別学校にも医者が勤務 し てお

り 、 この学校は生徒の人数が多いので特別に小児科と聴

覚の 2 人の医師が勤務し ている。 この聴覚の医師は、 こ

の学校に勤務し て21年目になる。 その医師の話し によ れ

ば、 聴覚障害の原因 と し て、 以前は薬 (ロ シアが使っ て

いた抗生物質) の後遺症が多かっ たが、 今は、 先天性の
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ものが多い と いう こ と であ る。 風疹な どの妊娠中の感染

症の場合 も あ る。

1 ~ 2 年生は、 先生たちが作 っ た特別の本で勉強 し、

3 年生以上は基本的には通常教育の本を使用 し てい る。 

9 年生にな ると 、 散髪や料理、 木工な どの職業教育 を積

極的に行 っ てい る。

5 年生の授業を見学する。 こ のク ラ スは11人で、 他の

ク ラ ス も 1 ク ラ ス11人 く らい。 担任の先生はロ シアで勉

強して、 この学校で勤務して30年になる。 授業は、 手話、

口話、 指文字、 文字で行われてい る。 手話は、 以前はロ

シア手話であっ たが、 今はモ ン ゴル手話を使用。

続い て職業 コ ース を見学す る。 理髪 コ ースは、 9 ~ 12 
年生併せて13人で、 女子が多い。 理髪は免許が必要なの

で、 その免許を学校から出すこ と になる。 免許を取得 し

た後は、 田舎に帰 っ て自分でお店 を開業する場合もある。 

料理コ ースは25人の生徒を 2 人の教員で担当。 木工 コ ー

スは就職率がよ く 、 個人で仕事 をでき る場合 もあり 、 中

には大学に進学す る子も い る。 絵画 コ ースは、 3 年生か

ら美術の授業があ るので、 上手な子が絵画 コ ースに来 る

こ と がある。

運動療法の教室は、 大学で治療体育の授業を受けた 2 
人の体育教師が担当 し てい る。 脳性マ ヒ な どを合併 し て

い る児童生徒が40人ほどおり 、 授業は 1 人あたり20分、

週に 2 回の頻度で実施し てい る。 

写真 3 第29学校の外観 (入口) 

(5) 通常学校 (国立)
第107学校 ( ソ ンギノ ハイ ルハ ン区) を訪問。 こ こ は

ゲル集落の中にある学校で、 貧困家庭が多い。

2001年の雪害以降、 田舎から UB への人口流入がおき

たため、 こ れまでこ の周辺の地区には人が住んでいなかっ

たが、 ゲルに住む人たちが次第に増え てき た。 そのため

2007年にこの学校は建て替え られたが、 毎年人口が増え

続け てい る。 そのため、 も と も と640人用の建物 と し て

作 っ たのに、 今は1500人が在籍 し てい る。 そのため、 こ

の学校の小学校 ク ラ スでは特別に 3 部制で授業 をやっ て

る。 すなわち、 小学校ク ラス ( 1 ~ 5 年生) の 1 部は朝

8 時から11時40分、 2 部は11時40分から14時40分、 3 部
は14時40分から18時30分 と な っ てい る。 中学校 ・ 高校
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( 7 ~ 12年生) (現在、 新体制に移行中のため 「 6 年生」

と いう ク ラ スは作 っ ていない) は 2 部制で、 1 部は 8 時
から13時15分、 2 部は13時30分から18時30分までと なっ

ている。 2008年から、 小学校ク ラ スは教科書が無償配布

にな り 、 中高は貧困家庭のみ配布 と な っ た。 1 、 2 年生

は一 コマ35分で授業間の休態は 5 分。 3 年生以上は40分

の授業で、 授業間の休態は 5 分。 小学校は 2 時間目と 3 
時間目の間に15分の休態があっ て、 お茶を出し てい る。 

そのう ち週に 2 日はおかゆと アールシ (モ ン ゴルの乳飲

料の一種) を出 し てい る。 あ と の 3 日はウ ッ デイ ンツ ア

イ (菓子パ ンみたいな もの) と小 さ な牛乳 (140g) を出

し てい る。 貧困家庭が多い と い う こ と も あり 、 ウ ッ デイ

ンツ アイ が好き な児童生徒は多い。

こ の学校では、 体育、 音楽、 労働授業 (木工、 縫製) 
の授業 に力 を入 れて い て 、 木工 や縫製の道具は米 国

NGO のワ ール ド ビ ジ ョ ンが提供 し てい る。 UB 市内の

バレーボール大会で 2 位、 合唱大会 も 2 位にな るな ど、

実績も あげてい る。 ただ IT 環境は未整備で、 地域的に

イ ン タ ーネ ッ ト 環境 も 整 っ てい ない。 そのため、 Pc や

プロ ジェ ク タ ーを使う よ う な授業はでき ない。

貧困家庭の児童生徒が多いので、 学校が終わっ た後の

時間に働 く 子が多い。 家のこ と はも ち ろ ん、 バスの車掌

(料金集め) をす る子も い る。 9 年生 を終わっ た時点で

30% く らいの生徒が専門学校に行き、 あと の70%が高校

に入学する。 

(6) 通常学校 (私立)
UB 市中心部にある私立 ゾ ン ビレ グ学校の小学 2 年生

ク ラス (11人) のモ ンゴル語 (国語) の授業を参観。 ダ

ウ ン症の児童が在籍 し ており 、 その様子も併せて観察。 

ダウン症の児童は文字が多少読めており 、 担任 も授業の

合間に声かけ を行 っ てはい る ものの、 一斉授業には明 ら

かについていけ ていない。 担任はその児童向けの教科書

を別に用意し、 教材も工夫 し てい るが、 ク ラ ス全体を指

導 し ながら その児童への個別の対応 をするこ と には無理

がある。 授業の実施体制に大き な課題がある。

モ ンゴルでは就学率が向上 し てき たために、 障害のあ

る児童生徒 も就学す るよ う にな っ た。 そのため、 通常学

校に通う 軽度障害の児童生徒への対応も課題になり つつ

あ る と い う こ と であ る。 例え ば、 視覚障害ではないはず

なのに見え に く い子 ども や、 知的障害ではないはずなの

にう ま く 勉強ができ ない子 ども な どであ る。 こ う し た子

ども達についての診断や評価、 対応が通常学校の先生た

ちにと っ て今後の大き な課題になる と 関係者は考え てい

る。 
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(7) 私立学校 (富裕層向け)
障害児向けの特別学校ではな く 、 富裕層向けに、 一般

の学校教育と は全 く 異なる学校も訪問する。

市内中心部に、 各国大使館やモ ンゴル国立大学、 デパー

ト な どが並ぶ一角にある私立のオルチロ ン学校。 こ こ は、

Mc s と い う モ ン ゴルの会社が、 世界に通用す る人材 を

育てよ う と 10年前に設立。 MCS はパソ コ ンの Dell をモ

ンゴル国内で取り扱 っ たり 、 不動産業な ど多様な事業展

開を している。 この学校の年間授業料は $ 5,000~ 9,000 
で、 庶民には払いき れない高額である。

生徒数は幼稚園から高校 (11年生) まで900人が在籍

し、 教員は122名。 どの学年 も 1 ク ラ スは26名程度に し

ている。 朝 8 時に始業で、 小学生は 2 時30分までだが、

その後 も ア フ タ 一 ス ク ー ルの活動 を17時頃ま で行 っ てい

る。 小学生に も ア フ タ ース ク ー ルの部屋があり 、 親が迎

えに来ら れない場合で も、 そう し た部屋で過ごすこ と が

で き る。 ア フ タ ース ク ールのた めのア ク テ イ ビテ イ ( ク

ラ ブ活動のよ う な印象) が幾つもあり 、 ピアノ 、 チ ェ ス、

テニス、 バレエ、 バスケ ッ ト 、 伝統音楽、 絵画、 陶芸、

英語 をは じめと し た幾つかのも のがあ る。 モ ン ゴルの教

育課程 と ケ ン ブ リ ッ ジの プロ グラ ムを融合 さ せた授業内

容に し てい ると いう こ と であ っ た。

校舎は壁 も床 も 天井 も き れいに整え ら れて全体にカ ラ

フルで、 廊下には個人用ロ ッ カ ーが並ぶ。 廊下の掲示板

には、 成績優秀者やス ポーツ や国際数学 コ ン ク ールな ど

で優秀な成績を収めた児童生徒の写真と名前が掲示 し て

あ る。 校内 には、 温水 プールも あ る。 普通、 モ ン ゴルの

人は泳 ぐこ と がないので、 泳げないこ と が多い。 こ こ の

生徒はだいたい 3 年生までに泳げるよ う になる と いう こ

と であ っ た。 体育館と は別に、 ト レ ーニ ン グジムも整備

さ れてい る。 パソ コ ン室、 化学室、 生物室、 音楽室、 な

どの特別教室も整備 さ れてい る。

授業は Pc や プロ ジ ェ ク タ ー を使 っ てや っ てい る も の

も多い。 見学 したと き には、 数学の授業 を英語で行 っ て

いた。 モ ン ゴル人教員 も英語で授業 を し てい る。 英語や

中国語の授業は小学校 1 年生から取り 入れており 、 外国

人教師も何名かい る。 教員はモ ンゴル教育大学の卒業生

であ るが、 ロ シアや日本な ど他の国で勉強 し た人も多い。 

こ こ での授業方法については、 学校内で外国人教員から

研修を受けている。 また、 こ この教員は毎年、 外国の学

校で研修を受けてい る。 こ こ の学校の教員の給料は高額

で、 普通の国立学校の教員の約 2 倍と いう こ と である。

卒業生の 7 割は外国の大学に入学 しているという こ と

であっ た。 設備、 内容と も に日本や欧米にも引け をと ら

ない ものである と感 じた。 当初の目標通り 、 世界に通用

す る人材が育成 さ れてい る と 思われる。 数年先には、 こ

この卒業生が外国で学んだ成果をモ ンゴルに持ち帰るこ

と が予想 さ れる。 
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2 . アルハ ンガイ 県の学校教育 と イ ン ク ルーシフ 教育

の現状

アルハ ン ガイ 県は UB のあ る中央 ( ト ウブ) 県の西に

あり 、 UB から車で 7 ~ 8 時間の距離にある。 県の面積

は約52,500平方キロ メ ート ル (中国地方 5 県と四国地方

4 県 をあわせた く らい) で、 人口は約10万人。 19の村と

99の地区があ る。 県都 ツ ェ ツ ェ レ グにあ る アルハ ンガイ

県教育庁 を訪問 し て、 アルハ ンガイ県の学校教育の概要

につい て レ ク チ ヤー を受け る。

県教育庁には16人のス タ ッ フが勤務し、 そのう ち13人

が専門ス タ ッ フ。 教育庁の主な役割は、 学校教員の仕事

をチ ェ ッ ク し たり 、 教育省の命令 を学校に通達するな ど

の業務。 担当の部門と し ては、 保育園、 外国語、 モ ンゴ

ル語、 小説や詩、 技術、 文化 (博物館、 図書館、 文化セ

ンタ ーも含む) 、 数学、 化学、 生物、 社会学、 統計 ・ 情

報、 健康 ・ ス ポーツ、 アルバ ンボス (遊牧民 な どで教育

を受け て来なかっ た子 どものこ と ) があり 、 13人がそれ

ぞれの一つの部門を担当 し てい る。 さ ら に教育長と 副教

育長がおり 、 いずれも学校教員経験者。

2011年のデータ では、 2 ~ 8 歳の学齢期 (保育園対象

も含む) で学校園に通っ てい る子 ども たちは19,900人。 

県全体で障害のある子 どもは1,300人で、 そのう ちの963 
名が学校に通っ てい る と い う こ と であ っ た。 アルハ ンガ

イ 県には特別学校がない ため、 こ れら の子 ども たちは普

通学校に通っ てい る。 障害の内訳は、 保育園 ( 2 歳~ 5 
歳) で視覚障害 6 人、 聴覚障害 1 人、 言語障害 9 人、 知

的障害 3 人、 肢体不自由12人、 合併症 3 人、 の合計34人。 

6 歳以上では、 視覚障害355人、 聴覚障害178人、 言語障

害198人、 知的障害70人、 肢体不自由110人、 合併症52人

であ る。 ただ し こ れら の障害につい ては学校の担任の先

生が判断 し てい るために、 診断名の真偽は定かではない。 

国からの指示では、 教育委員会で専門家チームを構成 し

て評価 をす る こ と に な っ てい るが、 そ れがで き る よ う な

専門家がいないために、 実際には正確な把握はでき てい

ない。

遊牧民であ る と い っ た理由から学校に来るこ と ので き

ない子 ども たちのために、 6 ~ 8 月の時期に、 先生たち

が移動式学校 (ヌ ー ド リ ン ・ ゲル ・ ソ ルボル) に行 っ て

教え る プロ ジェ ク ト も実施し ている。 そう し た取り 組み

も あわせて、 今では 5 歳 8 カ月から 6 歳 8 カ月の間にみ

んな学校に入学する状況が整いつつある。 

3 . イ ン クルーシフ 教育のための教員養成について

石倉 (2012) は、 モ ンゴル教育大学の担当者はイ ンク

ルーシフ 教育の専門教員養成 コ ースの整備 を進めたい と

考え ていると 報告 し たが、 2013年 9 月に特別支援教育学

科がモ ンゴル教育大学に新設さ れる と い う 情報を得た。 

今後、 兵庫教育大学と の交流が進むこ と が望ま れる。 
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写真 4 ツ エツ エレグ市内の学校入口 と下校風景

写真 5 ツ エツ エレグ市内の学校と 校庭

m 障害者の医療と福祉の概要と現状

1 . UB の医療と福祉の現状

(1) Family Center
2006年から バヤ ン ゴル地区の障害のあ る子 ども と 家族

を支援す るセ ン タ ーと し て開設さ れた。 2012年 8 月から

始ま っ た プロ グラ ムでは、 学校に行け ない子 ども達の発

達を保証す るための家庭での取り 組みや、 あるいは学校

に通え るよ う にす るための方法、 な どについ て15人の子

を対象に実施している。 対象児は4 ~ 19歳で、 貧困であっ

たり 、 登下校の付添いがいない こ と で、 学校に通う こ と

が困難にな っ てい る場合が多いよ う であ る。 また、 家族

から相談が寄せら れるが、 子 ども に障害があ る こ と につ

い ての心理的 シ ョ ッ ク、 安定 し た生活 をす る方法が分か

ら ない、 子育て を どう し ていいかわから ない、 子 ども と

の関係 を どう すればいいかわから ない、 と い っ た相談内

容が多 い と いう こ と であ っ た。

セ ン タ ーに通う こ と よ り も、 セ ン タ ーから の家庭訪問

を中心的な方法と し てい る。 予算が少ないために専門ス

タ ッ フ を雇用できず、 学生ボラ ンテ ィ ア (モ ンゴル教育

大学の 2 年生または 3 年生) が対応 し ており 、 相談につ

いての知識や経験が不足 し てい ると いう 困難点があっ た。

こ のセ ンタ ーの家庭訪問に同行する。 u B 市中心部近

く にあるゲル集落の中で、 7 ~ 8 歳 く らいの重度重複障

害児 を育 て てい る家族で あ っ た。 よ く あ る タ イ プのゲル

(遊牧民が使用する直径10メ ー ト ル弱の円形テ ン ト ) に、

10人ほどの家族が住んでい ると い う こ と であっ た。 子 ど



石 倉 健

もの発達状態と しては、 未定彈で、 伸展パタ ーンが強い。 

発声はあ るが、 発語はない。 簡単な単語理解も でき るか

どう か判然と し ない。 泣いたり 笑っ たり の単純な感情表

出はあ る。 咀嚼はで き ず、 カ ー シ (小麦粉 を練 っ た も の

と肉のスープ) や粥状のも のを介助下で時間 をかけ て飲

み込んでい る。 介助は丁寧だが、 介助法についての指導

を受け た様子はない。 こ の子を母親と 母親の妹が交代で

世話 を し ており 、 介助者の二人も子 ども本人もほと んど

家から出るこ と がない と話 し ていた。 母親の妹はこ の子

の世話のために仕事 を辞めた と 話 し てい た。 車イ ス をは

じめ、 肢体不自由児のための道具は何も ない。 父親の安

定的な仕事 も な く 、 大家族で日々をやっ と 暮ら し てい る

と い った印象 を受け る。 こ う し た家庭に訪問 し、 親への

相談業務だけでな く 、 介護技術の指導、 社会資源の活用、

経済的支援、 な ど多面的な支援が必要な実態が多 く ある

こ と を実感し た。 

(2) National Rehabilitation Center ( 国立 リ ハ ビリ テー

シ ョ ン セ ン タ ー)

2011年に旧 セ ンタ ーの隣接地に新 しい建物ができ て規

模が拡大し、 治療や機能訓練を行う 病院部門、 義肢装具

部門、 職業訓練部門、 地域交流部門の 4 部門が設置さ れ

てい る。 こ のセ ンタ ーは国内唯一の職業リ ハ ビリ セ ンタ 一 

で、 「機能発達」 「就労支援」 「生活と 環境の向上」 を目

的 と し てい る。 セ ン タ ーと し ては今後、 「外国機関と の

交流 を増やす」 「道具をた く さ ん作 る」 「 セ ンタ ー教員の

専門性の向上 (海外研修含む) 」 を図 っ てい き たい と い

う こ と であった。

こ のセ ンタ ーの病院部門は、 15床の入院設備と外来部

門を持 つており 、 治療や機能訓練、 職業訓練を入院で受

け る こ と も で き る。 医師、 看護師の他に理学療法士

(PT) と作業療法士 (OT) も勤務 し てい る。 PT はモ ン

ゴル医学大学で学んでい るが、 OT は特別な コ ースで学

んだわけ ではな く 、 元々は看護師であ っ たが、 JICA の

メ ンバーと働 く 中で OT のこ と を学んだと いう こ と であっ

た。

義肢装具部門では義肢装具を作成 し ており 、 JIc A の

メ ンバーが技術協力 を行 っ ていた。

職業訓練部門は、 通所 し ながら 1 年間の職業訓練を受

け るこ と ができ る。 特別学校の卒業生だけでな く 中途障

害の成人も対象で、 2012年 9 月の入学者は106人。 通え

ない人向けの寮が入院設備とは別に20人分がある。 今年

の入学者の障害種は、 知的障害が47人、 聴覚障害が28人、

肢体不自由が17人、 視覚障害と 精神疾患がそれぞれ7 人
である。 こ こ に入学すると授業料も寮費も無料で、 16~ 
24歳であれば、 毎月24,000Tg (約1,500円) の手当てが

ある と い う こ と であ っ た。 
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(3) ソ ロ ン ゴセ ン タ 一

入口の看板には 「特徴のあ る子 ども達の発達セ ンタ ー」

と 表記 し てあ る。 ヨ ーロ ッ パの カ ト リ ッ ク系 の団体が

1997年に設立。 最大受け入れ人数は30人で、 毎日 6 ~ 23 
歳の22人が来所 し てい る。 自立でき ない く らいに障害の

重い子 (例えば車イ スだと 2 階にあがれないから ) は受

け入れを し てい ない。 こ こ に通っ てい る子 ども たちは学

校で受け入れても らえ ないよ う な子ども達と言う こ と で

あ っ た。 実際に、 モ ン ゴルの特別学校ではあまり 見かけ

なかっ たよ う な典型的な自閉症や重い知的障害 と 思われ

る子ども たちの姿を多 く 見かけた。 こ こ の入所について

は、 親が知り 合いや友達から情報を得て入所の申 し込み

に来 る こ と が基本だが、 市役所から紹介 さ れる場合 も あ

る。

小学生程度の年齢 と 思われる ク ラ スでは、 明 ら かに自

閉症 と 思われる子 を含めた 7 人がお り 、 「静かに座 っ た

り 、 集中し て何かに取り 組む」 こ と を課題と す る授業が

行われていた。 担当の先生は 2 人。 9 時から 5 時までの

時間割があり 、 学校と し ての機能と 学童保育的な機能を

持 っ てい る と 思われる。 隣のク ラ スは、 やや大き い子 た

ちが 6 人で、 身の回り のこ と (掃除、 タ オルや洗濯物を

たたむこ と 、 な ど) や制作活動 を行 っ てい る。 制作 し た

バ ッ グな どの小物は、 販売 も し てい る。

このセ ンタ ーは、 外国からの援助や交流を積極的に行 っ

てい て、 最近では台湾と の交流を盛んに行 っ てい る。 国

内では勉強をす る機会がないので、 外国の支援が貴重な

も のと な っ てい る。 

写真 6 ソ ロ ン ゴセ ン タ ー の 1 室

(4) 第10治療保育園

現在は、 1 ~ 12歳の子 ども120人が通う 。 午前 8 時か

ら午後 5 時まで をこ こ で過ごすこ と にな る。 ス タ ッ フは

49人。 入園は、 親が申 し込みをす るこ と が多いが、 たま

に市の sw が紹介 をす るこ と も ある。 それで も、 最重度

の障害やて んかん発作があ る場合には、 受け入れを断 る

こ と がある。 12歳でこ こは卒園と なるが、 その後は特別

学校や通常学校に行 く 子もいるが、 学校で受け入れても

らえずに結局は自宅で過ごすこ と になる場合が多 く 、 そ

う し た子 ども たちに家庭訪問ができ ないか検討 し てい る
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と いう こ と であ っ た。

モ ンゴル医学大学の理学療法 コースで学んだ理学療法

士が 3 名おり 、 主に肢体不自由児の運動機能訓練を行っ

ている様子である。 他に言語治療の担当者な どもいるが、

系統的な専門的教育 を受け てい るのは理学療法士のみで

あっ た。 施設長はこ う し た職員達に専門的な研修を受け

て も ら っ て、 障害に関す る基礎的な知識や技術 を身につ

け てほ しい と 考え てい る様子であ っ た。 

写真 7 第10治療保育園の1 室

2 . 障害児者に関連する専門職の養成

2009年にモ ンゴル医学大学に群馬大学のバ ツク ア ツプ

で理学療法コースが設置さ れた。 モ ンゴル医学大学には、

医師養成 コ ース、 看護師養成 コ ース、 薬剤師養成 コ ース、

理学療法 コ ースがある と いう こ と であ っ た。 理学療法士

は、 モ ン ゴルの国家資格ではない も のの、 3 年半の養成

期間と な っ ており 、 系統的な専門教育がな さ れてい ると

思われる。 今後、 こ の コ ース を卒業 し た人たちが、 障害

児者関連の現場で活躍するこ と を期待 し たい。 さ らに、

作業療法や言語療法、 心理士な どの養成 システムの整備

が課題 と な る と 思われる。 

IV ま と め

2009年度から毎年モ ンゴルを訪問し、 調査と研究交流

を行 っ てい る。 UB を訪れるたびに、 街が整備 さ れ、 様々

な体制も変わっ ており 、 急激な発展 を し てい る真 っ最中

の国である と いう 印象 を強 く 受け る。 平原や砂漠の中の

町が どう なのかは分から ないが、 少な く と も UB につい

ては、 今後数年のう ちに道路や住宅、 学校、 病院、 情報

通信網な どのイ ンフ ラがかなり 高い レベルで整備 さ れる

こ と は疑い得ない状況と な っ てい る。 ま たその発展にお

い て、 隣国であ る中国やロ シアの影響はも と よ り 、 韓国

の影響力はかなり 強い。 ま た大学の研究者の多 く はアメ

リ カ で学んでおり 、 今後はアメ リ カの影響力 も強ま っ て

い く も のと 思われる。

こ う し た状況にあ っ て、 日本のイ ンク ルーシフ 教育あ

るいは障害児者支援のための知識や技術がどの程度モ ン

ゴルで受け入れら れるのかは、 諸外国と の比較競争の中

にある と言え る。 すなわち、 モ ンゴルが今後、 障害児者

57 

支援のための制度を整え、 教員養成も含めた専門家養成

を進めてい く に当 た り 、 韓国やア メ リ カ、 ロ シア、 中国

な ど諸外国と 比較 さ れながら取り 入れら れるこ と にな る

こ と は容易に想像でき る。 日本の制度や理念、 知識や技

術な どが本当 に役に立つも のであ るのか どう かが、 モ ン

ゴルと の関係 を通 し て逆照射 さ れてい る と も言え る。 今

後、 モ ンゴルと の関係 を通すこ と で、 私たち自身の専門

性がさ ら に問われるこ と にな る と 考え る。 

※本報告は、 2009年 ・2010年 ・2011年の兵庫教育大学学

内 GP 「特別支援教育におけ る国際協力 プロ グラ ム」

及び2012 年の兵庫教育大学学内 GP の助成を受けて実

施 し た ものの一部である。 
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